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公益財団法人大学コンソーシアム京都 
ＳＤ研修委員会 





 この6'ガイドブックは、加盟大学・短期大学において大学職員として働き始めた方を対象に、大学職

員等の能力開発の取組を指す6'（6WDí 'HYHORSPHQW�スタッフ・ディベロップメント）に興味を持っ

てもらい、高等教育で働く意識を高めてもらうことを目的に編集しています。 

 

 内容構成は目次にあるとおりですが、まずは、Ⅰ・Ⅱで6'の本質と概要を理解してください。 

 ついでⅢ・Ⅳ・Ⅴでは、能力開発の一助となるように、公益財団法人大学コンソーシアム京都をはじ

め、関連団体の多彩な6'研修プログラムを紹介しています。ご自身のキャリア形成や能力の伸長にあわ

せて上手に活用し、今後の自己研鑽活動等の計画にぜひ活かしてください。 

 Ⅵは、国の高等教育政策がどのように検討されているのか、その仕組みについて概要を示したもので

す。文部科学省等から発信される関連情報源を紹介し、「審議会」や「答申」といった日ごろよく耳に

する機関等の役割や機能について紹介しています。さらに、高等教育関係の情報を得るためのポータル

サイトも紹介してあります。 

 Ⅶは、大学職員として、高等教育界の潮流や最新の動向を学習し、調査するための資料を紹介してい

ます。これらは大学関係者が日常、頻繁に目を通している主な定期刊行物等です。 

 

 今後の大学運営を担うこととなる皆様が常日頃から、高等教育界の情報に対して自らのアンテナを

張って、日常業務との関連を考察したり、今後の企画策定や将来にむけての展望を持つために活かして

いただくことを願っています。 
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�� Ⅰ�6'とは何か 

 6'（6WDí 'HYHORSPHQW�スタッフ・ディベロップメント）＊�は、大学職員の能力を高めていくための取組で

す。これまで、6'については法令上、努力目標となっていましたが、複雑化する社会の中で、大学等の運営の

在り方の一層の高度化や、運営を担う大学職員の資質能力の向上がより求められるようになり、����年�月��

日に改正され、����年�月�日から施行された大学設置基準において、6'が義務化されました。 

 この改正では、これまで6'の対象を主に事務職員や技術職員としていたのを教員や学長等の大学執行部を含

めたこと、6'の取組として最も期待されているのは研修であることがポイントとなっています。 

 少子高齢化やグローバル化などの進展に伴い、急激に変化する社会の知識基盤を支える大学に対して、社会

や市民からの期待はますます大きくなってきています。一方で、この期待を反映して、大学運営の在り様に対

して厳しい評価の目も向けられるようになり、大学の機能再構築を目的とした大学改革の重要性が増してきて

います。 

 先に紹介した大学設置基準等の一部改正の理由として、文部科学省は、「社会のあらゆる分野で急速な変化

が進行する中で、大学及び高等専門学校（以下、大学等）がその使命を十全に果たすためには、その運営につ

いても一層の高度化を図ることが必要である」と述べており、大学等の運営に必要な知識・技能を身につけて

ほしいという思いが込められています。 

 このように、大学改革を推進する上で、大学職員の果たすべき役割は従前と比較して極めて大きくなり、そ

の職能開発が急務となっています。 

6'が注目される背景 

 6'は仕事を通じて行われる能力開発としての2-7（2Q� WKH� -RE� 7UDLQLQJ）と仕事を離れて行う2í--7（2í�

WKH�-RE�7UDLQLQJ）に分かれています。 

 さらに、2í--7に関する取組は、個別大学による研修、各種団体が行う研修、大学院教育の�種類に大別され

ます。その内容は、高等教育情勢や大学経営、組織運営等に関するものや財務・教務・学生支援などの業務別

の知識修得に関わるもの、職業人の汎用的技能（コミュニケーション力、企画力、,&7、語学力等）と、多岐に

わたっています。近年では、講義傾聴型の研修企画に加えて、受講者・講演者との間で双方向的に取り組む演

習、文書や口頭による発表、課題解決型ワークといった、新たな形態のものも増えてきています。 

6'の展開 

Ⅰ 
ＳＤとは何か 



6'と)'の連携 

 高等教育の発展のためには、6'と)'（)DFXOW\� 'HYHORSPHQW�ファカルティ・ディベロップメント）＊�の連

携がますます重要となっています。 

 )'とは、大学の授業内容や方法の改善を図るための組織的な研修や研究のことで、����年�月�日から施行

された大学設置基準の改正により、各大学が)'を組織的に実施することが義務づけられました。広義の6'には

この)'を含みます。 

 教員・職員が資質向上を図り、教職協働を推進するために、6'と)'を区別することなく、柔軟に取り組んで

いくことが望まれます。 

＊�：6' 

『大学設置基準第��条の�（事務組織等における研修の機会等）』 

 大学は、当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員（پ）に必要な知識及び

技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（第二十五条の三に規定する研修に該当す

るものを除く。)の機会を設けることその他必要な取組を行うものとする。 

 。には、事務職員のほか、教授等の教員や学長等の大学執行部、技術職員等も含まれる「職員」پ

 

＊�：)' 

『大学設置基準第��条の�（教育内容等の改善のための組織的な研修等）』 

 大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するものとする。 

参考 

Ⅰ�6'とは何か �� 



 教務分野では、体系的カリキュラムの提示、充実したシラバス、授業における,&7環境の整備、7$等の補助

者配置、履修アドバイス、*3$導入と活用等、学生サービスにおいて国際化が求められています。学生支援分

野では、クラブ・サークル活動支援、下宿・奨学金・アルバイト情報提供に加え、進学相談、多様なカウンセ

リング相談、ハラスメント相談等、学生への相談対応力が必要です。研究分野では、積極的な外部資金の導

入、産学官連携の発展等に対応する研究支援が重要です。社会連携分野では、父母等の保証人、卒業生、寄与

者、近隣住民、地域社会、行政といったステークホルダー（利害関係者）との良好かつ円満な関係構築が必要

です。総務・財務分野では、人材マネジメントやファシリティ・マネジメント（施設や環境を総合的に企画・

管理・活用する手法）が重要です。 

 さらに、調査やデータ分析・報告、全学レベルの財務計画や戦略的計画を業務とする,5（,QVWLWXWLRQDO� 5H�

VHDUFK）や研究資金の調達・管理、知財の管理・活用等をマネジメントする人材を指す85$（8QLYHUVLW\� 5H�

VHDUFK� $GPLQLVWUDWRU）、産学官連携コーディネーター等の高度専門職も求められています。このような業務

分野の広がりは、大学職員の職能の多様化と高度化を示しています。 

 大学職員に求められる職能は、ますます多様化し、高度化しています。現代は知識社会であり、そこでの大

学への期待は大きくなっています。すなわち、知識社会では、知識がもっとも大切な価値であり、それゆえに

知識を獲得することが重要となり、高等教育機関としての大学は多様な知識労働者を輩出することが期待され

ているのです。また、大学が果たすべき役割として教育、研究、社会連携がありますが、それぞれの機能に対

する社会からの要請は高まり、大学の責務もそれに比例して増大しています。 

知識社会における大学に求められる役割と期待 

大学職員の業務分野の広がりと職能の多様化・高度化 

 現在、専任職員以外の大学職員が増え、業務のアウトソーシング（外注）が広がっています。従来はほとん

ど専任職員だけで構成されていた事務組織は、契約職員、アルバイト職員、派遣職員等、多様な雇用形態の大

学職員から構成される組織へと急速に変化しています。これらの専任職員以外の多くは、ルーティンワーク的

な業務に従事していますが、専門性の高い業務に従事する職員もいます。 

 今後は多様な職員がそれぞれの役割を認識しつつ、有機的に連携しながら業務を遂行、大学運営をすること

が求められています。 

多様な雇用形態の大学職員の増大 

Ⅱ 
大学職員に求められる職能 

�� Ⅱ�大学職員に求められる職能 



 大学職員の職能の専門性が高くなることに対応した6'は当然のことながら求められますが、それだけでは対

応できない職能が増えており、専門職が登場しています。先に述べた,5や85$をはじめ、カウンセリング、

キャリア支援、国際関係、法務、経理等の多くの業務分野で職員の専門性の高度化が期待されています。 

 また、専門職を目指したり、より高い専門性を身につけるため、大学院に進学する大学職員もいます。大学

院の中には大学職員を対象とした専攻やコースも設置されています。大学院を修了した大学職員は、そこで得

た力を業務で発揮することが期待されています。そして、大学によっては大学院進学のサポートとして、学費

の一部負担やサバティカル（長期休暇）制度を設ける等、大学院への進学の有用性が認識されつつあります。 

職員の専門性の高度化および大学院への進学の有用性 

 大学を取り巻く環境の劇的な変化に伴い、情報も絶え間なく発信されています。情報を得る方法として、例

えば、京都大学高等教育研究開発推進センターが運営している「あさがお0/」があります。あさがお0/に登録

すると、高等教育に関するイベント等のお知らせが届きます。また、「大学行政管理学会」や「高等教育研究

会」等の学会や研究会に参加することで、他大学職員と意見や情報を交換することができます。大学がどのよ

うな状況に置かれているのかを常に把握するために、情報収集を積極的に行うことはとても重要です。 

（3���「Ⅵ．高等教育と国の政策動向を知る情報源」参照） 

情報収集の重要性 

 最後に、大学職員の職能の多様化と高度化は、大学職員に対する人材マネジメントの重要性を示していま

す。大学職員の採用・評価・報酬・配置・異動・昇進・退職といった人的資源管理を適切に行うこと、人材育

成にこれまで以上に力を注ぐことが必要です。なぜならば、大学を取り巻く環境の劇的な変化に適切に対応

し、限られたマンパワーで大学運営を行う必要性が高まるからです。その意味でも、6'は今後ますます重要と

なります。 

大学職員に対するマネジメントの重要性 

Ⅱ�大学職員に求められる職能 �� 



 大学コンソーシアム京都では、スケールメリットを活かした共同事業として、大学職員の職能開発のための

様々な事業を展開してきました。����年度現在展開している諸事業の体系は以下に図示しているとおりです。 

昨今の高等教育政策上では、)'と6'を大学間連携で促進することの必要性が指摘されています。大学コンソー

シアム京都でも、加盟校からのニーズの高い重要事業として6'を位置づけ、連携組織としての特色を活かした

取組を積極的に推進しています。実施内容、費用、参加要件等の詳細については、6'共同研修プログラムホー

ムページをご覧ください。 

KWWS���ZZZ�FRQVRUWLXP�RU�MS�SURMHFW�VG�MRLQW-S 

 

【目的】 

 大学職員の能力向上や大学業務の効率化・高度化を目的とすると同時に、スケールメリットを活かした共同

事業として実施します。 

【内容】 

 大学職員として必要なスキルを学ぶとともに、異なる大学の職員との共同研修を行うことにより、情報交換

や交流、ネットワーク形成の機会を提供するプログラムです。 

【実施時期】 

 ����年度6'共同研修プログラム概要を参照ください。いずれのプログラムも半日～�日完結型です。 

 

Ⅲ 公益財団法人大学コンソーシアム京都の 

ＳＤ事業 

�� Ⅲ�公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 

6'共同研修プログラム １ 

名称 開講年度 新任 勤続�年以上 勤続�年以上 中堅職員（勤続��年以上） ガイドブック
掲載ページ 

6'共同研修 
プログラム 

���� 

    

3��～� 

6'フォーラム 毎年開催     3�� 

6'ゼミナール 毎年開催     3��～�� 

 6'フォーラム 

 6'ゼミナール 

ビジネスマナー 

アサーション（自己表現） 

問題解決力向上 

教育支援の基礎知識 

学生支援の基礎知識 

リーダーシップと職場活性化 



【����年度6'共同研修プログラム 概要】 

Ⅲ.公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 �� 

プログラム 実施時期 内容 

ビジネスマナー 
（毎年開講） 

�月��日(水) 
�月��日(木) 
�月��日(金) 
 全て同一内容پ

 ビジネスマナーは、社会人・大学職員にとって不可欠な基本です。しかし仕事に慣
れるにつれ、おろそかになってしまったり我流になってしまいがちです。つい曖昧に
なるビジネスマナーをしっかり見直します。また、ビジネスマナーは相手に思いやり
をもって接し、気遣いや気配りをすることから始まります。ビジネスマナーを通じ
て、若手からベテランまで今の仕事に活かせるコミュニケーションのとり方を習得し
ます。 

アサーション（自己表現） 

～多様な相手の立場を踏まえ、 
自分の考えもきちんと伝える～ 
 

�月��日�金)  

 アサーションとは、自分も相手も大切にした自己表現のことです。人の悩みやトラ
ブルは人間関係の中から発生していることがほとんどです。 
特に、立場や考え方が異なる保護者や学生をはじめ、大学教員や職員など多様な人々
との関わりには、無意識のうちにサーティブで無い自己表現になりがちです。 
自分の思いは相手から賛同されることもあれば、されないこともあり、逆に、相手の
要求に対して自分が同意することもあれば、しないこともあります。 
そこには、一時的に葛藤が起こる可能性があります。 
この研修では、アサーションを取り入れた話し合いを通して、相手と良い関係を築く
ことの大切さと手法を学びます。 

問題解決力向上 �月�日�金)  

 仕事をしていくうえで、「問題」が発覚し、対応を検討し、解決に向けた対応を行
う場面は多々存在します。しかし、私たち大学職員は、日常的に接する「問題」のす
べてを解決に導くことができているでしょうか。中には解決策が見当たらない「問
題」や、そもそも「問題」かどうかわからないことなど、いろいろな種類の「問題」
が、あちこちで語られ、議論されている状況も見受けられます。今回の研修では、大
学職員が仕事として行うべき「問題解決」のあり方を確認し、その第一歩である問題
を吟味するための手法の習得を目指します。  

学生支援の基礎知識 �月��日（金） 
 より良い学生支援を行うためには、大学生の気質や育ってきた環境、時代背景を知
る必要があります。それらについて学ぶとともに、学生の成長に関わる様々な場面で
の支援について学びます。 

教育支援の基礎知識 
「事務職員による正課外での学習
活動支援～ラーニングコモンズで 
できること～」 

��月��日（木） 

 大学が組織全体として学生の育成機関であることが求められ、正課外での学習活動
の支援について、各大学で様々な部署がそれぞれの形態で支援活動を行っています。
参加者が自大学での取り組みを振り返り他大学の事例を知ることで、教育職員と事務
職員がどのようなチームを作ることができるのかを考える場にしたいと思います。   

リーダーシップと職場活性化 �月��日(水� 

 この研修では、これから職場のリーダーになる方、なられた方等の中堅職員を対象
として、所属する大学の職場（課や係など）におけるリーダーシップについて考え、
リーダーとして必要な行動を理解することを目指します。 
リーダーには、自己を知り、他者を知り、私たち（自組織）を知ることが重要です。
そのため、⋇大学組織の特徴を理解すること、⋈個人や組織の信念、理念、強みや特
長を活かすこと、⋉ミッションやビジョン等と個々の業務を結びつけること、⋊業務
を通じて人材育成を行うこと、⋋自らの成長、等について参加者同士で経験交流をし
ながら学びあいたいと思います。 

 共同研修プログラムの様子'6ٻ



【目的】 

 6'の分野で関心の高いテーマを取り上げ、基調講演と分科会における話題提供や意見交換を通じて、大学職

員の能力向上および交流の場を提供します。 

【実施時期】 

 毎年��月に開催します。(�日完結型・終日) 

�� Ⅲ�公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 

6'フォーラム ２ 

実施年度 回 メインテーマ 基調講演者 所属（開催時） 
���� 第�回 大学アドミニストレータの役割 肥塚 浩 氏 立命館アジア太平洋大学教授 

���� 第�回 
大学アドミニストレータ像の構築に向けて 

 パネルディスカッション形式پ

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 
  和田 實一 氏 
  河村 能夫 氏 
  藤本 圭司 氏 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
  肥塚 浩 氏 

 
法政大学理事・総長室長 
龍谷大学経済学部教授 
京都経済同友会常任幹事事務局長 
 

立命館大学経営学部教授 

���� 第�回 職員の人材育成 合田 隆史 氏 文部科学省会計課長 

���� 第�回 大学マネジメントにおける教職協働 絹川 正吉 氏 国際基督教大学名誉教授 
���� 第�回 大学運営におけるリーダーシップと大学改革 川本 八郎 氏 学校法人立命館相談役 
���� 第�回 人材マネジメントと職員の能力開発 森本 靖一郎 氏 学校法人関西大学理事・相談役 

���� 第�回 教育の質向上を支える職員の職能開発 篠田 道夫 氏 日本福祉大学常任理事 
���� 第�回 「協働」から生まれる職員の能力開発 横田 利久 氏 中央大学合併推進本部担当部長 

���� 第�回 大学職員のキャリアデザイン 秦 敬治 氏 愛媛大学教育企画室副室長・准教授 
���� 第��回 若手職員の成長・育成 夏目 達也 氏 名古屋大学高等教育研究センター教授 

���� 第��回 実践知を活かす 松尾 睦 氏 北海道大学大学院経済学研究科教授 
���� 第��回 変化の時代に求められる自律的人材 楠見 孝 氏 京都大学大学院教育学研究科教授 

���� 第��回 多様な繋がりを育む大学職員 平田 オリザ 氏 東京藝術大学&2,研究推進機構特任教授 
���� 第��回 大学職員の「専門性」を考える 髙橋 俊介 氏 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授 

���� 第��回 $,時代の大学職員 
⋇山川 宏 氏 

⋈菅野 信 氏 

⋇株式会社ドワンゴドワンゴ人工知能研究所所長／
特定非営利活動法人全脳アーキテクチャ・イニシア
ティブ代表 
⋈グーグル・クラウド・ジャパン合同会社カスタ
マーエンジニア日本担当マネージャー 

���� 第��回 ��年後の大学について考える 喜久里 要 氏 早稲田大学研究戦略センター専任職員 

���� 第��回 ����年の大学のカタチ、職員のカタチ 佐藤 法仁 氏 岡山大学企画・評価・総務担当副理事、リサーチア
ドミニストレーター、内閣府科学技術政策フェロー 

 基調講演の様子ٻ 分科会の様子ٻ
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 将来の大学運営を自律的・主体的に担う職員の育成を目的とした連続研修プログラムです。計�回の研修（講

義＋ワーク）、成果発表の場として公開プレゼンテーション、修了レポートの提出があります。また、6'ゼミ

ナール受講後にフォローアップ研修を開催します。 

【期間】 

 �月～�月：毎週土曜日の連続講義（全�回） 

 �月：公開プレゼンテーション（成果発表） 

 ��月：修了レポートの提出吋 
 吋修了レポートを報告集としてまとめた「6'ゼミナールレポート集」を発行

いたします。（��月発行）3���～3���参照 

 翌年�月：フォローアップ研修پ 
 ゼミナール受講後、業務にどのように活かされているのか、研修を通して'�6پ 

  お互いの変化や成長、達成したことを振り返ります。 

【対象】 

 職務経験�年以上の大学職員（うち、大学職員としての経験が�年以上） 

6'ゼミナール ３ 

実施日 講義テーマ 時間 講師 
����所属・役職はپ年�月現在 

第１回 
�月�日�土� 

オリエンテーション 

�����～
����� 

事務局 

6'ゼミナールの受講の心構え（修了生からのメッセージ） 

渡邊 億徳 氏（6'研修委員会 副委員長／同志社大学 総務部人事
企画課人事企画係長） 
齋藤 正治 氏（����年度修了生/龍谷大学） 
白藤 康成 氏（����年度修了生�大阪人間科学大学） 

アカデミック・ライティングの基礎 
－「問題意識」を具体的な「問い」に変換する方法とは？－ 

�����～
����� 坂本 尚志 氏（京都薬科大学 一般教育分野 准教授） 

第２回 
�月�日�土� 

大学の歴史と制度 
－大学の歴史的展開と大学改革の動向－ 

�����～
����� 江原 武一 氏（京都大学 名誉教授） 

第�回 
�月��日�土� 

大学と高等教育政策 
－高等教育政策の側から大学を見ると－ 

�����～
����� 松坂 浩史 氏（文化庁 地域文化創生本部 事務局長） 

第４回 
�月��日�土� 

アカデミック・リテラシーと修了レポート 
 �صアカデミック・リテラシーを理解し、リサーチを開始するص

�����～
����� 

村山 孝道 氏 
（6'研修委員会 副委員長／京都文教大学 教務部教務課 課長 ） 

第５回 
�月��日�土� 

大学と高大連携・高大接続 
－キャリア教育の視点から、教育改革について考える－ 

�����～
����� 荒瀬 克己 氏（大谷大学 文学部 教授） 

第６回 
�月�日�土� 

大学の戦略とリーダーシップ 
－戦略を創出する組織づくり－ 

�����～
����� 

吉武 博通 氏 
（公立大学法人首都大学東京 理事／筑波大学 名誉教授 ） 

第７回 
�月��日�土� 

大学と社会 
－地域連携の意味と大学の役割－ 

�����～
����� 深尾 昌峰 氏（龍谷大学 政策学部 教授） 

第８回 
�月��日�土� 

大学教育の質保証に向けた教学マネジメント 
教育の質保証の基盤となる教学マネジメントの到達点と将来展開 
�プロデューサーとしての大学職員の可能性を探る� 

�����～
����� 加藤 毅 氏（筑波大学 大学研究センター 准教授） 

成果報告会 
�月�日�土� 公開プレゼンテーション �����～

�����  

 ゼミナールの様子'6ٻ

 。�上記については予定であり、変更となる場合がございますپ

【����年度6'ゼミナール 概要】 
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 太田 寛之 さん 

 6'ゼミナール�期生（����年度修了）／京都薬科大学 事務局 入試課 主事 

 修了レポート：テーマ「これからのキャリア教育･支援を考える」 

 【経 歴】 

  前職：医療機器メーカー（事業企画） 

  ����年�月～����年�月  京都薬科大学 事務局 進路支援課 

事務局：6'ゼミナールについてはご存知でしたか。また、受講しようと思ったきっかけは何ですか。 

太田さん：本学からは毎年�名程度の職員が参加しています。研修については、学内の6'勉強会等で前年までに6'ゼミ

ナールに参加した先輩から伺っていました。本学事務局から声がかかった時、�週連続で土曜日に講義があるのでつら

い部分もありますが、本学が単科大学であり領域が狭くなりがちなため、視野を広げるためにもぜひ受講したいと考え

ました。 

事務局：6'ゼミナールの講義で最も印象に残っている講義はありますか。 

太田さん：龍谷大学政策学部深尾昌峰教授による「大学と社会－地域連携の意味と大学の役割－」の講義が最も印象に

残っています。人口減少社会と言われている現在、人口が減っていくことを受け入れてどのように大学が社会に貢献し

ていけるかを問う内容でした。本学は特に単科大学なので、貢献できる分野は限られているが、そこをどう拡げていけ

るかを改めて考える事ができました。 

事務局：受講後、学びがどう生かされていますか。 

太田さん：受講後は、本学の強みと弱みを分析し、受験生への入

試説明会では、大学が求める人材を明確に説明するようにしてい

ます。 

入学後の充実した大学生活を伝えることはもちろんですが、これ

ができないと入学後に苦労するといった事まで正直に説明しま

す。入学後のミスマッチを防ぎ、モチベーションの低下を防ぐこ

とも大事だと考えました。 

6'ゼミナール修了生の声 

 6'ゼミナールは����年で�年目を迎えました。����年度修了生の太田さん、����年度修了生の高橋さんに

6'ゼミナールの受講を通じて感じたことをお話しいただきました。  

  ゼミナール：受講中の太田さん'6ٻ



事務局：他大学の6'ゼミナール受講生との交流について教えてください。 

太田さん：他大学の受講生と知り合いになれたのは、すごく大きかったです。6'ゼミナール初回講義に参加した際は不

安もありましたが、共に学ぶことで楽しく受講できました。 

事務局：研修終了後も連絡を取り合ったりされているのですか。 

太田さん：他大学の受講生とは、今でも交流は続けています。業

務面において自大学の業務の効率化を図る際、差し支えのない範

囲で他大学の方法などを気兼ねなく聞くことができ、すごく助か

ります。大学によって業務の進め方が様々なのですごく参考にな

ります。これは、企業同士ではなかなかできないことだと思いま

す。 

事務局：仕事との両立についてはどうでしたか。 

太田さん：本学では毎年�名程の参加者がいる事で、比較的職場の理解は得やすかったです。事前課題や参考文献の読

み込みが必要な講義がありましたが、新たな知識を得ることができるので苦ではなかったです。ただ、講義終了後にあ

る公開プレゼンテーションや修了レポート作成については、業務のピークと重なり少し苦労しましたが、両立は可能だ

と思います。 

事務局：太田さんは、��月に開催した6'フォーラムの分科会に講師پとしてご登壇いただきました。 

    準備等大変だったと思いますがいかがでしたか。 

太田さん：前年の6'フォーラムに参加していたので、どのような

事をすればいいか大体理解をしていました。大学コンソーシアム

京都の6'研修委員�名（加盟校職員）にサポートしていただいた

ので、スムーズに進めることができました。講師として教えるだ

けでなく、テーマである「��年後の|新|大学職員」について参加

者の皆さんとともに考える場を作ることができ、とてもやりがい

を感じました。  
�پ 6'フォーラムでは6'ゼミナール修了生の企画力・運営力・ティーチング力向上を目的としたフォ 

ローアップ研修として、6'ゼミナール修了生が講師を務める分科会を実施しています。 

 

事務局：最後に受講を考えている職員にメッセージをお願いします。 

太田さん：日常の業務で得る知識は断片的であり、体系的な学びが必要だと思いました。私も中途採用で大学職員にな

り�年が経ちましたが、恥ずかしながら大学の歴史に関する知識が皆無でした。しかし、6'ゼミナールを受講すること

で日々の業務だけでなく大学を取り巻く環境にも意識が向き、自ら情報を収集するようになりました。受講を考えてい

る方は、ぜひ自ら手を挙げて参加していただきたいです。 

Ⅲ.公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 �� 

  公開プレゼンテーション発表中の太田さんٻ

   �����年度6'ゼミナール生の皆さんٻ
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 高橋 法子 さん 
 6'ゼミナール�期生（����年度修了）／大谷大学 学生支援部 教務課 

 修了レポート：テーマ「第３の財源確保に関する考察－寄付による財源確保について－」 

 【経 歴】 

  前職：機械メンテナンス企業（総務・経理事務 兼 営業事務担当） 

  ����年�月～����年��月  大谷大学 総務部 財務課 

事務局：6'ゼミナールを受講しようと思ったきっかけは何ですか。 

高橋さん：大学からお声掛けいただいたのがきっかけではありますが、他大学の職員の方々との交流や、まずは自分自

身が大学職員として自信を持ちたいという思いがありましたので、そのきっかけとなる研修と思い、受講を決めまし

た。 

事務局：最も印象に残っている講義や出来事はありますか。 

高橋さん：同志社女子大学上田信行先生の「大学職員と発想力－プレイフル・マインドセットが働き方を変える！」

は、ワークショップ形式で行われて、受講生の皆さんと触れ合いながら学ぶことができて楽しかったです。 

大学業界の視点や見方が大きく変わった講義は、龍谷大学深尾昌峰先生の「大学と社会－地域連携の意味と大学の役

割－」です。大学業界に入り込んでしまっていて、いかに自分の視野が狭くなっていたのかを感じました。 

京都薬科大学坂本尚志先生の『アカデミック・ライティングの基礎－「問題意識」を具体的な「問い」に変換する方法

とは？－』は、受講生のなかでもとても好評でした。問いの立て方を学んだことで、修了レポートや公開プレゼンテー

ションに向けての資料を作成するにあたり、行き詰まりが解消できました。 

 

 

  ゼミナール：受講中の高橋さん'6ٻ  �公開プレゼンテーション：発表中の高橋さんٻ



事務局：受講後の意識の変化について、どういったことに意識するようになりましたか。 

高橋さん：自ら情報を収集するようになったのは勿論ですが、私はアウトプットができる場が必要だと思っています。

研修の報告会という形で発表するだけでなく、勉強会で学んだことを深めたり、アウトプットする場の環境を作りたい

という気持ちになりました。 

事務局：他大学の職員と一緒に学ぶことについて、どのように感じられましたか。 

高橋さん：修了レポートや公開プレゼンテーションの場では、一人で調べて、一人で発表しなければなりませんが、

様々な部署・担当、経歴の方々と出会い、お互い情報収集・情報交換を行ったりできる関係を築くことができました。

また、懇親会等でお話しするだけでも多くの知識が得ることができ、今後においても、何かあったときに相談し合え

る、いい仲間ができたと思っています。 

事務局：土曜日の受講にあたり、仕事やご家庭とのバランスはいかがですか。 

高橋さん：私の所属している教務課では、補講日となっている土曜日は交代で勤務しています。今回、受講するにあた

り、出勤体制など配慮していただき、とても有難かったです。家庭とのバランスについて、私は家族の協力もあり、事

前課題、公開プレゼンテーションに向けての準備、修了レポート作成と負担はありましたが、大学職員の知識として得

ることも大きかったので、苦にせず終えることができました。受講生のなかには小さなお子さんがいらっしゃるご家庭

も多く、家庭とのバランスをとるには少し大変そうな印象でしたが、研修中は楽しく受講されていました。 

事務局：最後に受講を考えている職員にメッセージをお願いします。 

高橋さん：大学業界の見方が���度変わると思いますので、受講をお薦めします。負担もありますが、受講することに

より、視野が拡がると思います。ぜひ、大学から言われたからではなく、自ら挙手して参加していただきたいです。 
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  �����年度6'ゼミナール生の皆さんٻ
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6'ゼミナール修了レポート 

修了レポートテーマ 

� 大学組織における教員評価のありかたについて 

� 障害学生と接する教職員へのフォローに関する一考察 

� 求められる大学職員の役割ص地域連携、社会貢献の展開を通してص 

� 大学の国際化ص留学生受け入れと体制作りに関する考察ص 

� 求められるリーダー像とそれを支える職員のあり方 

� 大学職員の教育参画ص職員の専門的教育業務とそれを担う職員の育成ص 

� 中長期計画の共有と、計画実現に向けてより自律的に取り組むしくみづくりを目指して 

� 単科大学で実践できる,5（,QVWLWXWLRQDO�5HVHDUFK）とは 

� 自大学における奨学金制度の再構築について 

�� 大学ガバナンス改革の推進ص学長を補佐する体制の充実に向けてص 

�� 「大学改革・教育改革」の推進力を向上させる組織づくりとは 

�� 社会が求める大学の役割及び社会的責任を果たせる大学組織をめぐって 

�� 学士課程教育における初年次教育とキャリア教育について～その本質と組織体制について～ 

�� 大学のありかたをめぐる「内発的発展論」に依拠した検討の試み 

�� これからの時代の大学職員像ص他業種との比較からみる、大学職員育成の将来像ص 

�� 学生と大学内外での学び～社会に求められる能力を育むための効果的な指導～ 

�� 大学が求められている「地域連携」の形と大学職員の役割 

�� 経営・運営スタッフとしての事務職員の役割について 

�� 高大接続から見えてくる課題～これからの大学に求められるものとは～ 

�� 大学職員の学びに関する一考察 

�� 自大学の発展を支えるプロフェッショナル職員像について 

�� 「地（知）の拠点」として地域と共に歩む大学を目指してص大学職員ができることص 

�� 「自信」ってなに？ص自信に隠された「%(」と「'2」ص 

�� 大学におけるリスクマネジメントのあり方に関する一考察 

�� 改革を推進し続ける職員組織の在り方に関する研究～人的資源管理、ワーク・ライフ・バランスの視点から～ 

�� 高大接続の充実について 

�� 教員評価導入に関する一考察 

�� 大学事務組織の活性化ص国立大学法人を中心としてص 

�� 学生による学生支援に関する考察ص学生の成長とリーダーシップص 

�� 学部の競争力を高める学部運営とはص教員と職員の新たな役割分担と協働のあり方ص 

過年度 6'ゼミナール修了レポートテーマ 

6'ゼミナールの受講生の修了レポートテーマ一覧（����年度～����年度） 

  。�大学名等の固有の名称については「自大学」と表記していますپ
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修了レポートテーマ 

�� 活気ある組織について考える 

�� ３つのポリシーに基づく教育改革の実現に向けて～京都の私立大学におけるアドミッション・ポリシーの比較分析を通じて～ 

�� 地域とキャンパスの共存 

�� 大規模総合大学における地域志向型グローバル人材の育成 

�� 女子大学の存在意義ص女子大学にいま求められていることは何かص 

�� 大学職員の新たな役割について 

�� フォロワーシップとリーダーシップの共存共栄ص個の特性ܓ集団の可能性ܓ組織の発展ص 

�� 求められる大学職員像について～キャリア支援の視点から～ 

�� 大学職員のモチベーションを高める環境作りについて 

�� 大学がめざすべき高大接続についてص「高大連携」の視点からص 

�� 大学・社会へつなげる初等中等教育～自法人が目指す教育とは～ 

�� 学生の学習意欲を高めるために大学職員が果たす役割صアカデミック・アドバイジングを通したサポートのあり方ص 

�� 地域連携とH-OHDUQLQJ～高齢化社会におけるH-OHDUQLQJの可能性～ 

�� 小規模私立大学に関する一考察～小規模私立大学の現状と本学のスタッフ・ディベロップメント（6'）について～ 

�� 大学における6'の課題と対策 

�� 今後の高大連携の在り方について 

�� 大学を活性化する組織づくりص求められる大学職員の役割と能力ص 

�� 「教職協働の実現に向けて」～コミュニケーションの方法に着目して～ 

�� 地方の大学職員に求められるもの 

�� 多様化する学生に対応した教養教育に関する一考察ص体系化を意図したカリキュラムデザインに焦点を当ててص 

�� これからのキャリア教育･支援を考える 

�� 正課外教育の可能性 

�� 自大学がこれからn選ばれる大学|になるためには 

�� 次世代の大学職員育成についてصフラクタルという概念ص 

�� ,5業務における%,ツールの利活用について 

�� 「大学入学者選抜改革」を見据えた私立大学の対応～いったい何が変わり、何を検討していかなければならないのか～ 

�� アクティブラーニングの導入・運用を目的とした施設の整備・設計について～設計から管理まで～ 

�� 大学の未来を予測する,5 

�� 持続可能な大学組織を目標とする6'の展開について 

�� 動機づけ理論の理解と活用ص活気ある職場環境を作るにはص 

�� 「大学ブランド力」の向上に資する取り組みについて 

�� 地方大学における就職支援とはصいかに就職満足度を高めるとともに、県内就職率を向上させるかص 
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修了レポートテーマ 

�� 今後の進路・就職支援～学内外との連携の視点から～ 

�� 大学組織における大学職員6ص'義務化を迎えてص 

�� 日本における大学のブランド力・競争力に関する考察 

�� 大学における管理会計の発展性についての探索 

�� 自大学におけるキャリア教育について～休退学の減少に向けて～ 

�� 地に足をつけた大学改革～グローバル化の視点から考える～ 

�� 学内でのビジョンの浸透プロセスに関する考察ص若手教職員参加の効果に着目してص 

�� アクティブ・ラーニングを推奨するための本学独自の給付型奨学金考案研究 

�� 大学職員のリテラシーに関する考察～アンケート調査による高等教育知識の研鑽・定着状況について～ 

�� 「高大接続改革」から大学生の「身につける力」を考察する 

�� 大学事務職員のリーダーシップに関する一考察～一般課員を視点として～ 

�� ラーニングポートフォリオの活用について～「.7-QRWH」の現状と課題に関する一考察～ 

�� 大学のリテンション率を高めるために～エンロールメント・マネジメントに着目して～ 

�� 本学薬学部の学生のコミュニケーション能力向上に向けて～異文化理解能力に注目して～ 

�� リカレント教育と大学 

�� 第３の財源確保に関する考察ص寄付による財源確保についてص 

�� 私立大学の経営を牽制する意義と方法～株式会社の制度や理論等から～ 

�� 多様な人材を受け入れるための大学入学者選抜改革とは 

�� 大学間連携によるリカレント教育 

�� 大学に求められる情報セキュリティとポリシー 

�� 「元気な職場づくり」～リーダーの役割を通して～ 

 ゼミナールの様子（公開プレゼンテーション）'6ٻ
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【英語スキルアップ研修】 

 留学生支援の充実や海外大学との連携事業推進など、高等教育のグローバル化が加速する中、大学教職員の

英語運用能力は基礎能力として不可欠な時代が到来しています。大学コンソーシアム京都の研修プログラムと

して、グローバル時代に対応しうる加盟校の教職員の英語運用能力向上や今後の語学学習意識の向上を目的と

して、英語スキルアップ研修を実施しています。 

 。英語スキルアップ研修については、本財団の国際事業部までお問い合わせくださいپ

その他の研修 ４ 

 関西障がい学生支援担当者懇談会の様子ٻ

 英語スキルアップ研修の様子ٻ

【関西障がい学生支援担当者懇談会（略称：.66.）】 

 .66.は、障がい学生支援における大学の現状や課題を知る話題提供と、テーマごとに少人数に分かれて実施

する分科会で構成しています。特に分科会では、何らかの答えを得るというスタンスではなく、担当者が抱え

る様々な悩みや疑問、また、支援の方法を共有することで障がい学生支援に関する気づきを得ることができま

す。さらに、関西圏にある同じ地域や大学の規模だからこそできる情報交換により、現場の担当者がそれぞれ

のノウハウや問題意識を共有しつつ、大学間や担当者間のネットワークづくりに役立っています。.66.は、

����年度から各大学の障がい学生支援担当者が有志で活動していましたが、����年度（第��回.66.）から大

学コンソーシアム京都が事務局となり、現在は関西圈の�大学が幹事校として企画・運営を担っています。 

 。について、本財団の学生支援事業部までお問い合わせください.66.پ



 国立大学協会では、会員（国立大学法人及び大学共同利用

機関法人）向けに以下のセミナー等を開催しています。 

（１）大学マネジメントセミナー 

 テーマ別に、講演等を行うことにより、マネジメント能力

の向上を図る機会としています。 

【対象】国立大学法人及び関連法人等の関係者 

（２）国立大学法人等部課長級研修 

 大学運営の基本的知識の修得と幹部職員としての能力の

向上を図っています。 

【対象】国立大学法人等の部長級職員・課長級職員（原則として部長級又は課長級の職員経験が�年未満のもの） 

（３）国立大学法人総合損害保険研修会 

 国立大学法人総合損害保険の基本的な知識の修得を図るとともに、同保険加入中に必要となる手続きについ

て理解の促進を図っています。 

【対象】新しく担当となった者及び同保険の基本的な知識の修得を希望する者 

（４）国立大学法人等若手職員勉強会 

 関係省庁や大学関係者等による講演、参加者によるグループ討議を行うことにより、力量の向上を図っています。 

【対象】国立大学法人等の若手事務職員（概ね経験年数�年から��年程度かつ主任以下） 

（５）大学改革シンポジウム 

 毎年様々なテーマを設定し、講演やパネルディスカッションを行うことで、国立大学の果たす役割の重要性

や存在意義についての理解促進を図っています。 

【対象】高等教育関係者、大学生、産業界、報道関係者、その他広く一般 

 大学・短期大学の職員を対象とした研修プログラムは、大学コンソーシアム京都以外の団体でもたくさん実

施されています。ここでは、その中から主な研修プログラムを簡単にご紹介します。様々な研修プログラムの

情報を収集し、その中から自分にあった研修プログラムに参加することも、自己研鑽のひとつの方法です。 

 なお、以下にご紹介する団体・研修の内容については、����年度に実施された一例です。 

 研修によっては、参加資格が加盟校等に限定されているものもありますので、詳細な内容については、直接

各団体宛にお問い合わせください。 

Ⅳ 
国内のＳＤ関連プログラム 

�� Ⅳ�国内の6'関連プログラム 

１ 一般社団法人国立大学協会 

 一般社団法人国立大学協会ٻ
KWWS���ZZZ�MDQX�MS� 
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 日本私立大学協会では、本協会加盟校の役員および教職員

を対象に、以下の研修会を実施しています。 

各研修は３日間程度です。詳細な内容については、ホーム

ページをご覧ください。 

（�）学生生活指導主務者研修会 

（�）事務局長相当者研修会 

（�）大学経理部課長相当者研修会 

（�）大学教務部課長相当者研修会 

（�）就職部課長相当者研修会 

２ 日本私立大学協会 

 日本私立大学協会ٻ
KWWSV���ZZZ�VKLGDLN\R�RU�MS�LQGH[�KWPO 

３ 

 私立大学連盟では、加盟大学教職員を対象に、以下の研修

等を実施しています。 

（１）アドミニストレーター研修 

 大学経営に関わる幅広い知識を備え、これを実践するプロ

フェッショナル人材（アドミニストレーター）に必要な素養

の獲得を目指します。 

【対象】管理・監督職（��～��歳程度）の職員、行政職の

教員及びそれを補佐する教員または、それに準じ大学が推薦

する教職員 

（２）業務創造研修 

 日常業務の改善にとどまらず、より広い視野で業務を捉え直し、その創造・開発・領域拡大を進め、新たな価値を

見出して改革していくための実践的力量の養成を目指します。 

【対象】��～��歳までの当連盟加盟大学専任職員 

（６）国立大学法人等広報担当者連絡会（広報勉強会） 

 大学広報の現状や在り方についての理解とともに、国立大学等におけるＰＲマインドの確立と広報手法の向

上を図っています。 

【対象】国立大学法人等の広報担当課長級職員～広報担当若手事務職員（年度ごとに対象となる階層を変更） 

一般社団法人日本私立大学連盟 

 
 一般社団法人日本私立大学連盟ٻ
KWWS���ZZZ�VKLGDLUHQ�RU�MS� 



 日本私立短期大学協会では、会員私立短期大学を対象に、

以下の研修会を実施しています。 

（１）私立短期大学入試広報担当者研修会 

【対象】私立短期大学の入試広報（学生募集）担当者および

研修内容にご関心の教職員の方々。 

�� Ⅳ�国内の6'関連プログラム 

日本私立短期大学協会 ４ 

 日本私立短期大学協会ٻ
KWWS���ZZZ�WDQGDL�RU�MS�N\RNDL� 

（３）キャリア・ディベロップメント研修 

 「キャリアプランに対する意識の醸成」、「課題発見・解決能力、論理的思考力の向上」、「プレゼンテー

ション能力の向上」、「所属大学および高等教育の現状・最新動向の把握」の実現を目指し、事前課題、基調

講演、講義、実習（課題設定実習・討議法実習、ディベート）、共同研究、事後課題等を実施します。 

【対象】入職後３～６年かつ年齢が��歳以下の当連盟加盟大学専任職員 

（４）ヒューマン・リソース・マネジメント研修 

 管理職者が、私立大学の組織運営力の向上に資するため、講演、レクチャー、ディスカッションを通じて自

身の職務を再確認するとともに、自身の問題解決の糸口を見出すことを目的としています。 

【対象】当連盟加盟大学の課長職以上の管理職職員 

（５）創発思考プログラム 

 斬新な発想法に基づいた創造性あふれる戦略思考や問題解決思考とともに、創造性を発揮するための探索学

習方法論の修得を目指します。 

【対象】入職後�年以上経過している当連盟加盟大学の専任職員 

（６）3'&$サイクル修得プログラム 

 大学改革をはじめ大学現場のあらゆる課題を実効あるものとするため、その役割を担う教職員が3'&$サイク

ルを構築する手法・思考法・評価手法を実践的に修得し、大学現場において日々稼働させることを目的として

います。 

【対象】3'&$サイクルの概念を理解し、組織としての課題解決の実践理解を望む当連盟加盟大学の専任教職員 

（７）大学職員短期集中研修 

 大学の課題に引き寄せた課題の発見、設定、解決実習を通じて、論理的思考の修得・向上を目指しています。 

【対象】��～��歳程度の当連盟加盟大学の専任職員 
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 私立大学情報教育協会では、私立大学・短期大学に所属す

る教職員を対象に、以下の講習会を実施しています。 

（１）大学職員情報化研究講習会 

 �）基礎講習コース 

 ⋇,&7の活用が大学の管理運営、教育活動の充実に果たし

ている役割を認識する。 

 ⋈問題発見・解決プロセスの体験を通じて、自己の業務改

善や職場における課題解決に,&7の活用を考え、提案でき

るようにする。 

 �）,&7活用コース 

  教育改革に向けて、学修成果の検証と質保証の体制整備が急がれています。学修の質保証を確かなものと

するには、個々の学生に関する教務情報・学生生活情報・就職情報とポートフォリオによる学修成果の可視

化と、大学の各種学修支援機関と学部との協働によるエンロールマネジメントの組織的な連携を図っていく

ことが喫緊の課題となっています。 

  そこで、本研究講習会では、学修成果の可視化、,5によるデータ活用、データ集計作業の支援、クラウド

の導入・活用支援の取り組みや方向性を共有します。 

（２）大学情報セキュリティ研究講習会 

  サイバー攻撃に対する防御行動が組織的に展開されるようにするため、&,62を含む経営執行部による組織

的な対応、構成員一人ひとりによる注意と行動、情報担当部門としてのベンチマークリストを用いた自己点

検・評価・改善の習慣化を通じて、大学の対応力に応じた情報セキュリティ対策の考察を目指します。 

５ 

 公益社団法人私立大学情報教育協会ٻ
KWWS���ZZZ�MXFH�MS� 

（２）私立短期大学就職担当者研修会 

【対象】私立短期大学の理事長・学長・就職担当者並びに研修内容に関心をもたれている教職員の方々。 

（３）私立短期大学教務担当者研修会 

【対象】私立短期大学の教職員で、教務を担当する方を原則としますが、他部署の方も参加できます。 

（４）私立短期大学経理事務等研修会 

【対象】私立短期大の理事長・学長および経理・総務等の責任者・担当者等。 

（５）私立短期大学学生生活指導担当者研修会 

【対象】私立短期大学の理事長・学長および教職員の方々並びに学生支援関係の教職員の方々関係の教職員の方々。 

公益社団法人私立大学情報教育協会 



�� Ⅳ�国内の6'関連プログラム 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（632'） ６ 

 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（632'）

は、四国地区の��（پ+�������現在）の国公私立大学・短

期大学（四国地区に一部の学部等を置く大学を含む。）及び

高等専門学校によって構成される教職員能力開発の大学間

ネットワークです。平成��年度に文部科学省戦略的大学連携

支援事業の採択を機に設立されました。本事業は平成��年度

で補助金交付が終了しましたが、平成��年度から各加盟校の

分担金による自主運営体制のもと、取組が継続されていま

す。 

 632'は、ネットワークの活動を通じて、学生の豊かな学

びと成長を支援する実践的力量をもった高等教育のプロフェッショナルを輩出することを目指しています。�県

に位置するネットワークコア校を中心に、加盟校が協力・連携して、教職員の能力開発（)'・6'）のプログラ

ムやサービスを提供しています。 

 なお、加盟校外教職員がプログラムに参加する場合は研修料が必要となります。 

（１）632'フォーラム 

 大学等の教職員が自らの能力開発のために役立つ、多種多様で質の高い)'・6'プログラム、ならびに組織を

越えた持続的な相互交流・関係づくりの場を提供しています。 

（２）6'プログラム 

 �）大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修 

  着任早々の新任職員対象のプログラムは、四国�県から対象職員が参集し、大学職員・社会人としての基礎

から学びます。その後、段階を追うごとに部下及び上司との関係性、管理職員としての視点、人材育成に資す

る能力を培うことなど、それぞれのキャリア段階に応じた研修プログラムを提供しています。プログラムの受

講に加えて、参加者間の交流を通じた職員ネットワークの構築にも繋がっています。 

 �）次世代リーダー養成ゼミナール 

  次代のトップリーダ－として大学等の経営を担うために必要な「知識」「技能」「態度」を段階的に学

び、習得する���時間を超える総合研修プログラムを提供しています。本ゼミナールは、�年間で�回（�回あ

たり�～�日間）の日程で実施しており、プログラムは、「講義」「プロジェクト」「6'実践」の�つの柱で

構成されています。受講者は所属機関の長から推薦を受けた少数精鋭の職員です。 

 

 四国地区大学教職員能力開発ネットワークٻ
KWWSV���ZZZ�VSRG�HKLPH-X�DF�MS� 



Ⅳ.国内の6'関連プログラム �� 

 �）職員のための講師養成講座 

  632'では、各大学等の6'の自立的運営を目指しており、受講者が講師として必要な知識・技能・態度を身

に付け、次期の6'プログラム講師を務めることができる研修プログラムを提供しています。 

（３）)'プログラム 

 �）新任教員研修 

  教員としてのキャリアパスの早期において基礎的な内容を学習できる新任教員等向けの研修を実施・公開し

ています。このプログラムは、四国�県のどのコア校が主催する新任教員研修を受講しても同様の効果が得られ

るよう、標準化されています。 

 �）ＦＤ担当者研修 

  )'担当者研修は、各大学における)'の企画や実施の担当者を対象とした研修です。各加盟校において、そ

れぞれの大学の文脈に沿った)'活動を行うことのできる)'担当者の養成を行います。 

 �）ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 

  各自の教育活動を振り返り、自身の教育理念、課題などを整理し、教育力向上、意識改革の一助となる

「ティーチング・ポートフォリオ」（教育業績記録）作成に関するワークショップを実施・公開しています。 



 ����年度からの6'義務化を契機として、各大学では職員の能力向上のため、新任職員研修をはじめとする階層別

研修や、職務内容に応じた専門実務研修など、様々な研修が実施されています。 

 ここでは、加盟校で行われている特色ある研修制度のうち、「職員学外派遣研修」、「若手人材海外派遣事業」、

「�年目職員研修」をご紹介します。 

【大谷大学】 

 大谷大学では、6'実施方針に基づき、職員が学外研修に毎年参加し高等教育の現況を学ぶ機会を設けていま

す。派遣者については、会議体で検討したうえで所属長を通じて選定依頼しており、研修修了後は研修内容だ

けでなく研修で得たプラスαも含めた研修報告会を実施しています。報告会参加率は若手職員で毎年��～��％

程度となっており、自分が学外研修に参加する際の参考になるという声が多くあります。 

 また、この報告会は、学外研修に参加していない職員への契機づけともなっているため、学外研修ごとに報

告会を設けています。 

Ⅴ 
加盟校における特色ある研修制度 

�� Ⅴ�加盟校における特色ある研修制度 

職員学外派遣研修プログラム １ 

若手人材海外派遣事業 ２ 

【京都大学】 

 京都大学では、次世代を担う若手人材を対象に、教員、学生、職員別に、海外研修等の機会を提供し、国際

的な活動を奨励・促進することを目的として、グローバル人材を養成する独自の海外研修プログラム「若手人

材海外派遣事業ジョン万プログラム」を実施しています。 

 事務職員については、京都大学の全学海外拠点（タイ・バンコク、ドイツ・ハイデルベルク）のほか米国の

132法人等へ、これまでに延べ��名以上を約半年から�年間程度派遣し、大学の国際化を牽引する人材を育成

しています。 

 また、技術職員、図書館職員、病院看護師等においても、海外での調査・研修を通じて専門性の高い知識や

技術を修得し、本学の施策に活用することを目的に本プログラムを実施しています。 



【京都産業大学】 

 京都産業大学では、�年目には大学職員の基礎知識、�年目には広範な知識・経験の習得を目的に、新人研修

を実施しています。具体的には、１年目に身につけた当該所属の業務経験を踏まえ、教育に対する,&7の活用及

びその動向を把握します。そして他大学職員との人脈を広げるため「大学職員情報化研究講習会－基礎講習

コース－」（公益社団法人私立大学情報教育協会）に参加をさせています。 

 また、若手職員や学部事務室配属職員を「入試アドバイザー」として任命し、入試イベントにおける、学部

紹介や入試制度等の説明業務を担ってもらっています。この「入試アドバイザー」への事前研修に、京都産業

大学の教学に対する知識習得を目的に、�年目職員も参加させています。 

�年目研修 ３ 

Ⅴ.加盟校における特色ある研修制度 �� 



�� Ⅵ�高等教育と国の政策動向を知る情報源 

 先に紹介した中央教育審議会情報をはじめ、国内外の高等教育政策や大学・学生実態等に関する情報は、さま

ざまなウェブサイト等からも入手することができます。また、これらの情報やテーマを扱ったセミナーやフォー

ラム等も多様な形で開催されています。ここでは、主な情報源を簡単にご紹介します。大学職員の学びの場とし

て積極的にご活用ください。 
 

 文部科学省メールマガジンٹ

 文部科学省では、メールマガジンの配信を行っており、登録すれば受取ることができます。 

 KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�PDJD]LQH� 
 

 文部科学省政策一覧ٹ

 文部科学省の政策展開について紹介しています。 

 KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�SROLF\� 
 

 文部科学省中央教育審議会ٹ

 文部科学省の中央教育審議会および分科会・部会等の情報について紹介しています。 

 KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKXN\R�FKXN\R��LQGH[�KWP 

Ⅵ 
高等教育と国の政策動向を知る情報源 

高等教育政策の仕組 １ 

大学や高等教育政策に関する情報源 ２ 

 国の高等教育政策はどこで、どのように審議されているのでしょうか。それは文部科学大臣の諮問に応じて審

議を行う機関である文部科学省の中央教育審議会のもとに設置された大学分科会で主に検討されています。中央

教育審議会の大学分科会は、「将来構想部会」や「大学院部会」をはじめとする複数の部会や特別委員会、審査

委員会、ワーキンググループ等で構成されています。文部科学大臣の諮問により検討された事項は答申となっ

て、中央教育審議会の名で公表されます。近年では、「����年に向けた高等教育のグランドデザイン」（����

年��月）、「第�期教育振興基本計画について」（����年�月）等の答申が発表されています。これらの内容を

踏まえて、さまざまな国の高等教育政策や各大学の改革支援施策が具体化されます。ぜひ日常的にこれらの情報

に対するアンテナを張り、その背景にある情勢も踏まえて理解することを心がけたいものです。 



Ⅵ.高等教育と国の政策動向を知る情報源 �� 

 国立教育政策研究所ٹ

 教育政策に関する総合的な国立の研究機関として教育に関する実際的、基礎的な研究調査を実施しています。 

 KWWS���ZZZ�QLHU�JR�MS� 
 

 総務省統計局ٹ

 日本の基本的な統計やその国際比較を示す統計・データ等を掲載しています。 

 KWWS���ZZZ�VWDW�JR�MS� 
 

 独立行政法人日本学生支援機構（-$662）ٹ

 日本の高等教育機関で学ぶ学生や留学生を支援する組織として各種の奨学金事業や生活支援事業等を展開して

います。下記ＵＲＬで学生支援に関する各種の独自調査結果を公開しています。 

 KWWSV���ZZZ�MDVVR�JR�MS�LQGH[�KWPO 
 

 全国大学生活協同組合連合会ٹ

 会員からの出資金に基づき大学生・大学関係者等の生活を支援する諸事業を展開。全国に���万人を超える会

員数を擁しています。下記ＵＲＬにて独自に実施している学生生活実態調査結果を公開しています。 

 KWWS���ZZZ�XQLYFRRS�RU�MS�SUHVV�OLIH�UHSRUW�KWPO 
 

 独立行政法人労働政策研究・研修機構ٹ

 労働に関する総合的な調査研究を実施し、その成果を広く提供・公開しています。 

 KWWS���ZZZ�MLO�JR�MS�LQGH[�KWPO 
 

 厚生労働省労働政策全般ٹ

 少子高齢化社会が進む中での戦略的な労働政策、雇用情勢に応じた機動的な対策等を実施し、労使関係の安定

に努めている。また、その基盤となる労働経済の分析も行っています。 

 KWWS���ZZZ�PKOZ�JR�MS�VWI�VHLVDNXQLWVXLWH�EXQ\D�NR\RXBURXGRX�URXGRX]HQSDQ�LQGH[�KWPO 
 

 大学コンソーシアム京都高等教育イベントナビ「教まちや」ٹ

 大学コンソーシアム加盟大学を中心に、各大学等が開催する高等教育関連のイベント等の情報を掲載していま

す。加盟校の取組を紹介したブログも連載しています。 

 KWWS���KHQHZV�FRQVRUWLXP�RU�MS� 



�� Ⅶ�高等教育に関する主な定期刊行物およびＳＤ関連書籍 

Ⅶ 高等教育に関する主な定期刊行物および

ＳＤ関連書籍 

�．教育学術新聞 

２．,'(現代の高等教育 
 大学改革や高等教育問題全般を取り扱う編集方針であり、学生問題、教職員問題、

大学の管理運営、入試制度、教養教育、専門教育、大学院教育、留学生問題など多岐

にわたり特集を組んでいます。大学関係者の論考執筆が多く、発行元の,'(大学協会

は、会員向けの研究会、セミナーも開催しています。 

（KWWS���LGH-ZHE�QHW�QHZSXEOLFDWLRQ�EORJ�FJL"FDWHJRU\ ���） 
 

頻度：月刊 

創刊：����年 

発行：ＩＤＥ大学協会 

 日本私立大学協会が発行する高等教育の専門誌（紙）。教育行政や学術研究、産業

界との連携記事、科学ニュース、学術評論・論文、大学ニュース等を掲載。日本専門

新聞協会加盟で、内容・発行部数の点でも教育学術界の代表的なものです。 

（KWWSV���ZZZ�VKLGDLN\R�RU�MS�QHZVSDSHU�RQOLQH�LQGH[�KWPO） 
 

頻度：週刊 

創刊：����年 

発行：日本私立大学協会 

３．大学時報 

 一般社団法人日本私立大学連盟（����年１月現在の加盟大学：���校 設立：

����年）が「私立大学に関する正しい理解を社会から得る」ことを目的に編集発行

する機関誌。毎回特集が組まれ、加盟大学の識者を中心とした座談会や、大学におけ

る研究・教育の改善、大学の管理運営についての論考を掲載しています。連盟ウェブ

サイトで全文を閲覧・入手できます。 

（KWWSV���GDLJDNXMLKRX�VKLGDLUHQ�RU�MS�） 
 

頻度：年６回奇数月発行 

創刊：����年 

発行：一般社団法人日本私立大学連盟 

定期刊行物 



�．リクルートカレッジマネジメント 

Ⅶ�高等教育に関する主な定期刊行物およびＳＤ関連書籍 �� 

４．私学経営 
 私学経営に関する改革事例や裁判例を紹介しています。動向調査や高等教育の焦眉

の課題、法的問題を知るのに役立ちます（会員のみ頒布）。 

（KWWS���VLNHLNHQ�RU�MS�） 
 

頻度：毎月 

創刊：����年 

発行：公益社団法人私学経営研究会 

 高等教育機関の学校経営をテーマとした専門誌です。リクルートが行う調査デー

タ、国内外の先進事例、人材市場、専門家の解説などタイムリーな課題を紹介してい

ます。 

（KWWS���VRXNHQ�VKLQJDNXQHW�FRP�FROOHJHBP�） 
 

頻度：隔月刊（奇数月） 

創刊：����年 

発行：（株）リクルート 

�．Ｂｅｔｗｅｅｎ 

 大学改革の課題を整理し、先行事例に学ぶ高等教育情報誌。ベネッセグループの各

種調査データ、先進的な取り組み事例のほか、高大社接続に有用な高校や企業の現状

レポート、国際化など、高等教育の今日的な課題解決に役立つ情報、事例、データが

満載です。バックナンバーは下記サイトで閲覧できます。 

（KWWS���EHWZHHQ�VKLQNHQ-DG�FR�MS�EHWZHHQ�） 
 

頻度：隔月刊（奇数月） 

創刊：����年 

発行：（株）ベネッセコーポレーション・（株）ベネッセ,-キャリア・（株）進研アド 
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�．大学教育と情報 

８．大学行政管理学会誌 
 プロフェッショナルとしての大学行政管理職員の確立を目指す大学行政管理学会

（����年�月現在の会員数����名・設立����年・����年一般社団法人化）の会

誌。「大学行政・管理」の多様な領域を理論的かつ実践的に研究する成果が投稿され

ています。高等教育政策を職員の立場から改革・推進するための学術研究を意図して

おり、投稿された論文や研究レポートのレベルはいすれも高いものばかりです。

（KWWS���MXDP�MS�ZS�LP�SXEOLVK�） 
 

頻度：年刊 

創刊：����年 

発行：一般社団法人大学行政管理学会 

 私立大学情報教育協会が編集する雑誌。教育改善のための情報通信技術を活用した

大学や学部の取り組み事例など、大学・短期大学の教職員に欠かせない情報をわかり

やすく提供しています。 

（KWWS���ZZZ�MXFH�MS�/,1.�MRXUQDO�LQGH[�KWPO） 
 

頻度：年�回 

創刊：����年 

発行：公益社団法人私立大学情報教育協会 

９．大学マネジメント 
 大学マネジメント研究会（����年�月現在の会員数約���名・設立����年）の会

誌。大学マネジメント分野の課題を対象に、国公私立の設置形態の枠をこえた先行事

例・革新事例等の紹介、民間企業等との交流など、大学教職員の意欲を高め、マネジ

メント能力の向上を図るための記事・講演記録等が掲載されています。 

（KWWS���ZZZ�DQXP�EL]�FRQW��PDLQ�KWPO） 
 

頻度：月刊 

創刊：����年 

発行：大学マネジメント研究会 
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１０．大学職員論叢 
 国内外の大学職員の資質向上に関わる基礎的・実践的理論の確立に貢献し、その成

果を、広く大学関係者に啓発するとともに、大学職員の実務に寄与することを目的に

刊行しています。 

（KWWS���ZZZ�MXDD�RU�MS�SXEOLFDWLRQ�DERXW�DUWLFOH�KWPO） 
 

頻度：年�回 

創刊：����年 

発行：公益財団法人大学基準協会 

 大学とは何かٹ
 吉見俊哉（著） 

 岩波新書,����年 
 

 大学の教育力ٹ
 金子元久（著） 

 筑摩書房,����年 
 

 大学改革を問い直すٹ
 天野郁夫（著） 

 慶應大学出版,����年 

 '高度化・多様化する職員と6ص大学職員の近未来ٹ
 上杉道世（著） 

 霞出版社,����年 
 

 大学自らの総合力ٹ
 寺崎昌男（著） 

 東信堂,����年 
 

 大学事務職員のための高等教育システム論ٹ
 山本眞一（著） 

 東信堂,����年 

6'関連書籍 

6'のための速解大学職員の基礎知識 
 新任、若手の大学教職員に必要な最低限の事項と最新の大学改革政策を中心に平易な文

章で記述し、大学運営を体系的・網羅的に捉えた構成で、読み進めれば大学の業務全体を

把握することができる入門書となっています。また、発行元の学校経理研究会では、私立

大学入職��年以内の新人職員対象とした「大学職員の新人研修」も開催しています。 

（KWWS���ZZZ�NHLULNHQ�QHW�LQGH[�KWP） 
 

頻度：年刊 

創刊：����年 

発行：学校経理研究会 
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